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発行趣旨 

 
本冊⼦は 

 
2022 年 2 ⽉ 24 ⽇、ロシアによるウクライナ侵攻をうけて 

 
⽇本に避難してこられたウクライナ避難⺠を 

 
東海地域で、⺠間団体と⾃治体が⼒をあわせて⽀援してきた内容を記録し 

 
その経験を今後にいかすための「報告と提⾔」です。 

 
はじめての「ウクライナ避難⺠⽀援」ではありますが 
 

その多くは、国籍を問わず「難⺠⽀援」や「定住外国⼈⽀援」において 
 

これまで積み上げて経験があったからこそ、⾏えたものでした。 
 

また、戦争・紛争による避難だけでなく 
 

⼤規模災害で故郷を離れて避難し、⽣活困難を抱える⽅々の⽀援において 
 

⺠間団体と⾏政が、また異なる分野の⺠間団体が 
 

⼒をあわせて取り組んできた経験にも⽀えられました。 
 

 
誰もが個⼈として尊重され、平和な⽣活をおくることができる社会をめざし 

 
地域の条件にあわせた、官⺠連携・⺠⺠連携をすすめられるよう 

 
本冊⼦が、多くの⽅々に活⽤いただけることを願います。 
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